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犀川丘陵東南部の地形と土地利用
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曲 {)な りに -7,轟 い た牟 嵐 希 文 で あるが t準 fJ:名土地 利 用の 教 書 に な って し

ま った D しか し ′調 査 の 冒杓 Lg ILL/閉会放 り 主 な土地利 用 で あ る度 費土地利

用 のj受戒､を知 リ.そ れ 憂慮■鹿 ヒする生蓬 が い かな る もa)か産 額 す る こ とて･あ
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重点 を置 く農.毅 ib多 い の であ る O

本 地 疎 の 土 鳩 S･Li伺 Li,親 戚 .ま r=p慮 立 さ れ ては い rJL-か ･す べ て傾 斜 地 で

あ る茶 盆 吸 の 姥 の放 射 こ托 し , 鹿 終 乾 草 で ノ 搾金廉 掩 残 冬 しゝ U そ純 は ,碁 親
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口は減る -方 で あろ う IJ ,盈 麓 cr)愈 痩化 の テ >/声価 ,そ れ に温 い つ か な い と
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犀月氏提南部の地形と土地利 用
上 偉 さ雫か

畢刈 鑑改 ば 畏 野県 北 審 q)商覇 に& 鮭 U ′ 平 曲 叫と準用 ,上 見 川 た固ま れ て

い る血 隆健 dL地 - 帝 であ るo F:Cp-J･4-,a-･/鶴 -5-,ブ乙a′希 書巧に位 濫 L,て ,軟 弱 な 牙 三

者己やET楓 の別 所 ′常雄 .Jト田ガ]増 を主 とす る ,山 崩 れ .地上_Uの 多 い . か つ

電鉄､が姫 帝 に履 ,鮭守,責周が く C?ytyLLir復姓 な盈傾 弁斗免 の組 .,jy,合わ さった 東濁 世

侵 蝕 野 よ .I)な る姥 城 で あ る C 部 分 的 に薮原 段 丘 面 ,そ れ に附 醸 した 沖鷹 番 or

.舜)ttに蕗 って介 部 して い る ｡

少 しで武威 らか い兇 形 部 首番 く耕 され ,磨 )里終 いのイ民地 は 旬 諭 ′ 尾慮 各

席 ノLjJ腹 ま で熱 々 に塊 東 歌､農産 が敵 鮭 する 心地 .た りに よ る療 斜 薗 烏生 産 に 愛

車 な産薮 を も ってい る43である 3 嗣 各地 毅 と して ′ こt73よ う畳所 に位 置 す る

娃■威 釆甘草 と り上 げ ､､た .

.本壁域 は 県 内で 丸 盆 逢 山村 ヒいわれ . 亀鑑慶子‖ニ丸紅 金 杓 に -iJ渚剰 #iJが 多 く

他 地域 の.厳粛 d)遁一歩 カヽ ら巌 リ務＼された射 て あ,&｡ どの よ う な屠蘇で 顔J象的 で

あ リ .どの 頗 tJt劉 約 が重 な って い為 が .467らか の解 決 Or)糸 口か引 きIiJlすご と

が で きれ ば と ′本対 の 腰 衆 d)立地 及 び環 状だ 笹 を款 ,,Jiた o勉 夕亀不 題 .緊73の

ritさか ら後状潜 像 が 孝 -杯 で ､後 塵 艦 ¢ 叡康 す る_敗威慮 り食 酢 は東 希 に不 充

分 に終 って しま った V
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